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　㈳日本グラフィックサービス工
業会主催、NPO法人日本自費出版
ネットワーク主管による2012年第
15回「日本自費出版文化賞」作品
募集が始まった。
　この日本自費出版文化賞は、イ
ンターネット「自費出版ホームペー
ジ」による自費出版データの蓄積・
公開活動と連動し、人々の目に触れ
にくい自費出版物に光を当て、著者
の功績を称えつつ、自費出版の再評
価・活性化を促進しようとするもの。
　▼応募資格
　制作表の全額又は一部を著者（個
人・団体）が負担し、日本国内で
2000年以降に出版され、主として
日本語で書かれた一般書で、製本
された著書が対象。著者の国籍は
問わない。
　▼募集部門
　①地域文化部門／郷土史、地域誌、
民族記録、地域人物伝、記念誌など。
　②個人誌部門／自分史、一族史、
追悼集,遺稿集、旅行記、闘病記、
趣味など。
　③小説・エッセイ部門／小説、戯
曲、エッセイ、童話など。
　④詩歌部門／詩集、短歌、俳句、
川柳など。

　⑤研究・評論部門／研究発表（一
般書）、評論、評伝など。
　⑥グラフィック部門／画集、写真
集、絵本など。
　▼応募方法
　文化賞に応募／応募手数料1,500
円、文化賞+ホームページに登録／
応募手数料6,500円
　▼受付期間
　2011年11月1日～2012年３月31日
　（当日消印有効）
　▼申し込み先
　〒103-0001東京都中央区日本橋
小伝馬町７-16ニッケイビル㈳日本
グラフィックサービス工業会内
NPO法人日本自費出版ネットワーク
日本自費出版文化賞事務局(TEL03-
5623-5411､FAX03-5623-5473）
　▼発表
　2012年９月上旬朝日新聞紙上な
どで発表。
　▼賞金、賞品
　［大賞］賞状並びに賞金20万円
　［部門賞］賞状並びに賞金５万円
　［特別賞（協賛会社賞ほか）］賞
状並びに記念品
　［入選］賞状
　▼その他詳細は
http://www.jsjapan.net/

　■「世界のブックデザイン展」
　印刷博物館で開催
　来年２月19日まで

　印刷博物館のP&Pギャラリーでは、
「世界のブックデザイン2010－11」
を11月12日より来年２月19日まで開
催している。 
　毎年３月のライプツィヒ・ブックフェ
アで公開される「世界で最も美しい本
コンクール」の入賞図書と共に、日本、
ドイツ、オランダ、スイス、中国、カナ
ダ、オーストリアの７カ国の優れたデ
ザインの書籍、約240冊を展示する。
　各国の入賞図書からは、現在の世
界のブックデザインおよび造本技術
の水準を実感できる。展示本は手に

とっての鑑賞ができる。
会場：印刷博物館P&Pギャラリー
（東京都文京区水道1-3-3トッパン小
石川ビル　TEL03-5840-2300）
　期間：2011年11月12日㈯～2012年
２月19日㈰

　開館時間：10時～18時
　休館日：毎週月曜日（ただし１0月
９日は開館）12月29日～１月３日、1
月10日　入場料：無料

■早いもので、2011年も残り１ヶ月。
名古屋駅前の銀杏の木が見事なほど
に色づき、秋の風物詩となっていま
す。黄金色の葉が落ちるころには冬
将軍の到来で、寒さが厳しくなるで
しょう。特に厳しい冬になるそうで
すから、体調は万全に整えておかな
ければならないと、肝に銘じており
ます。■愛知県印刷会館の新築工事
も佳境に入り、内装工事が急ピッチ
で行なわれています。待ち遠しい限
りです。
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巻頭言

　やっと落ち葉の舞い散る様になってきて、
あっという間の一年を振り返ってみると、ここ
ろ虚しい気になるのは、僕だけではないと思い
ます。地震、津波、原発事故、タイの洪水、あ
るいは私たちの業種不振などなど…。でも、よ
く考えると、いつか来るいつか来ると言われて
いたことが来ただけなんですよね。想定外と言
いますが、いろんな事項を見えないようにして、
ついつい後回しにしていただけなんだろうなっ
て反省している今日この頃です。

　正月まであとわずか。この正月という習慣が
とても大好きです。すべてのことを水に流して、
身を清めて新しい年を迎える。何と都合のいい
ことか…。気持ちを切り替えるにはもってこい
の行事です。今年の垢をズバッと流して、いろ
んなチャレンジをしていきたいと思います。
　来年の２月には印刷会館も正月を迎えます。
新しい建物で新しい印刷に向かって、どんどん
情報を発信していきます。組合員の皆様と一緒
に、新しい業界作りを模索していきましょう。

「どんどん情報を発信！」

マーケティング委員長　鬼頭　則夫

事務局だより

展示会のお知らせ

第15回「日本自費出版文化賞」作品募集

自費出版の再評価・活性化を促進
地域文化、個人誌、小説・エッセイ、詩歌、研究・評論、グラフィック６部門

　３月に発生しました東日本大震災は、我が国
経済に甚大な被害をもたらし、原発事故に端を
発した電力供給問題も、未だ終息しない状況に
ありますが、復興に向けた地域、業種の垣根を
越えた連携の動きが活発化し、景気は一時の危
機的な状態を脱しつつあります。
　しかしながら欧米の景気減速による急激な円
高や原料価格の高騰は特に中小企業の経営に深
刻な影響を与えております。

　こうした中で、愛知県印刷工業組合では皆様
方に支えられながら、更なる発展を目指し、恒
例の「平成24年新春 印刷と関連業界新年互礼
会」を愛知県印刷産業団体連絡会の協賛で開催
いたします。是非、ご参加下さいますよう改め
てご案内をさせていただきます。
　●と　き：平成24年１月13日(金)
　●ところ：名古屋東急ホテル３階ヴェルサイ

ユの間（名古屋市中区栄４丁目６
番８号　TEL052-251-2411）

　●日　時：17：50～20：00
　●参加費：13,000円（組合員）
 　　　6,000円（一般）

平成24年新春
印刷と関連業界 新年互礼会のご案内

12月5日中間確認検査のもよう



　●「キャリア形成促進助成金」の活用
　愛印工組教育委員会（松岡祐司委員長）では、組合員
企業向けに新入社員研修カリキュラムを整備し、平成24
年度に提供します。社会人として必要なビジネスマナーな
どの基礎教科と印刷業に特化した営業・制作・製造の各
職種についての教科を用意しました。(右ページ表)
　なお、下記要件において、本研修カリキュラムな
どの受講（OFF-JT）と企業現場での実習（OJT）を組
み合わせ、ジョブ・カード制度（評価シート）に基づい
た訓練計画表を作成し、当該機関への事前申請によ
り承認を得る（右図）ことで、厚生労働省から研修
費用などが助成される「キャリア形成促進助成金」
を活用することができます。４月からの訓練実施の
場合、年内を目安とした申請手続きにご留意下さい。
　●訓練計画認定のための主な要件
　①新規学卒者（15～39歳）が訓練対象。
　②訓練期間は６ヶ月～２年。
　③総訓練時間は１年あたり850時間以上（６ヶ月
の場合は425時間）で、OJTの割合が２～８割。

　※助成金申請とは関係なくご希望の講座を個別に
受講することも可能ですので、自社のニーズに合わ
せてご利用下さい。
　●助成内容の概要

－ 4 － － 5 －

●新入社員研修カリキュラム

平成24年度の研修カリキュラムを充実
　●受給の手続き（１～２は事前手続き）

１．職業能力開発推進者を選任し、愛知県職業
能力開発協会に届け出る。労働組合などの
意見を聴いて、事業内職業能力開発計画を
作成する。

２．１の事業内職業能力開発計画に基づく年間
職業開発計画を作成の上、訓練などを実施
する１ヶ月前までに事業所の所在地を管轄
する労働局へ提出する。

４．３で実施した訓練について、訓練終了後
２ヶ月以内に、必要書類を添付の上、支給
申請書を事業所所在地を管轄する労働局へ
提出する。

５．４で提出した支給申請書などの審査を受け
た後、支給要件を満たしているものについ
て助成金を受給できる

３．２で提出した年間職業能力開発計画の内容
に従い、訓練などを実施する。

※申請手続きなどの窓口
愛知労働局　あいち雇用助成室
TEL：052-688-5758　FAX：052-688-5759 

通常労働者に職業訓練を
受けさせる場合

対象事業主 対象経費 中小企業
OFF-JTの
経費・資金

【助成率】
1/3

【助成額】
600円/1時間
【助成率】
1/2

【助成額】
590円/1時間

OJTの
実施助成
OFF-JTの
経費・資金
OJTの
実施助成

非正規労働者に職業訓練
を受けさせる場合

（1人1コース当たりの限度額）300時間未満：5万円、300時間以上
 600時間未満：10万円、600時間以上：20万円
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　全日本印刷工業組合連合会（水上光啓会長）は、
関東甲信越静地区印刷協議会（堀一会長）から「技
能五輪全国大会」参加取り組みへの要望趣意書を受
け、全印工連理事会で、各工組選抜による技能五輪
全国大会参加のための体制作りを行うことを決めた。
　これにより、印刷職種を全国大会競技職種とする
動きを進め、地域ごとに全国大会への参加選手選考
を行うことで、印刷業界の若手技能者育成を図って
いく。
　今年10月、イギリス・ロンドンで開催された「第
41回技能五輪国際大会」でオフセット印刷職種・日
本代表の伊東真規子選手（亜細亜印刷㈱）が金メダ
ルを獲得し、印刷職種では、前回のカナダ・カルガ
リー大会で金メダルを獲得した菊地憲明選手（凸版
印刷㈱）に続き２年連続制覇達成となった。（関連記
事参照）
　それを受けて、堀会長は理事会の席上で「関東
甲信越静地区傘下である長野県印刷工業組合の亜
細亜印刷から伊東選手が金メダルを獲得したこと
は、我々としても大変誇らしく思う。
　しかし、この件について、特別我々が力になって
あげたのではない。印刷に夢を持って仕事をする若
者の力になるためにも、人材育成の土壌が必要では
ないだろうか」と述べ、技能五輪全国大会参加取り
組みへの要望書を提出した経緯を語った。
　技能五輪国際大会は、世界各国の22歳以下の若者
が技能を競う大会で、技能水準および国際交流・親
善を図ることを目的としており、この国際大会に派
遣する日本代表選手を選抜するため、「技能五輪全国
大会」が中央職業能力開発協会と開催県との共催で
毎年地方で開催されている。
　技能五輪全国大会の競技対象職種は40種にわたり、
それぞれ各県で代表選手として選考された選手同士
が協議を競い合い、国際大会出場を決定している。

　しかし、印刷職種は全国大会競技対象職種になっ
ておらず、国際大会選手選考は中央職業能力開発協
会の要請を受けた日本印刷産業連合会が独自で行う
選考会によって決定していた。
　要望趣意書によれば、「国際大会でのオフセット印
刷職種２連覇の偉業により、改めて技能五輪国際大
会が周知され、また、選抜大会となる技能五輪全国
大会が各県の若手技能者の技術研鑽の場となると共
に、一つの目標として位置付けられるのではないか
と思われる。
　印刷職種が全国競技対象に採用となった場合、地
域ごとに全国大会への参加選考を行うこととなり、
各県による印刷業界若手技能者の育成が図られる」
としている。
　この要望を受けて、全印工連では連合傘下である
各県工組の人材育成の一つとして、各県工組選抜に
よる技能五輪大会参加のための体制作りを行い、日
印産連との協力体制の下、技能五輪全国大会競技職
種採用に向け、厚生労働省、中央職業能力開発協会
などへの働きかけを行っていくとしている。

　■愛印工祖・髙井昭弘理事長のコメント

　昨年のカルガリー大会に続いてロンドン大会でも
金メダルを獲得したことは大変明るいニュースであ
る。特に今回の場合、中小印刷会社がなしえたこと
に大きな意義がある。
　大手印刷会社と違い十分な訓練環境が整わない中
での挑戦は、伊藤選手は無論のこと、選手を支えた
会社、スタッフ全員の偉業だといえよう。いずれに
しても金メダル獲得は、我々中小印刷会社に夢と希
望を与えてくれた。
　今回、全印工連で、各県工組選抜による技能五輪
全国大会参加のための体制づくりに着手することは
大変意義があると思う。
　若手技能者育成は必須課題であるだけに、愛印工
組としても実現に向け協力体制をとっていきたいと
思う。

　第41回技能五輪国際大会ロンドン大会のオフセット

印刷職種で、日本代表として出場した長野市の亜細亜印

刷㈱に勤務する伊東真規子さんが見事ゴールドメダルを

獲得した。その帰国記者会見が㈳日本印刷産業連合会の

主催で10月18日東京・新富の印刷会館において行われ

た。

　席上、日印産連池田政寛専務理事は、「昨年の予選

から今回の大会までの間に、相当いろいろな事を勉強

して、吸収したと思う。初めての海外でのコンテストの

中で、自信を持って競技に臨んだのは素晴らしい。今回

の大会は、事前の準備とエキスパートの人たち、インキ

メーカー、印刷機メーカーの方達に協力してもらい、そ

れを伊東選手が吸収していったので、メダルをとれたと

思う。チームワーク、絆、ワールドスキルチームの勝利

である」と祝辞。

　これを受けて、ゴールドメダリストの伊東さんは、

「ロンドンでは、今まで訓練で苦しんだ分、楽しんで

競技を進めることができ、充実した競技期間であった。

その結果、表彰台に登ることができ、金メダルを持っ

て帰れたことがうれしい。今後も、自分自身だけでは

なく、会社をはじめ、いろいろな面で、印刷業界発展

のためにも勉強していきたい」と述べた。

　亜細亜印刷の藤森英夫社長は、「皆様のご支援、ご協力

をいただいたお陰である。伊東選手は、いつも楽しんで

仕事をするタイプであるが、今回の大会の競技では、印

刷機のコンデションが良くなかったことから、普段と違

う姿勢が感じられた。しかし、いいものを作るために自

分にできる最高のパフォーマンスを考えて取り組んでく

れた」と賞賛した。

　ちなみに技能五輪は、①４色印刷、②５色印刷（特

色は自作）、③指定の色(特色)をプロセスインキにより

調合し練り上げる、④～⑥印刷シミュレーター上の仮想

された印刷不良を、印刷機・インキ・水・室内循環等の

印刷条件を操作して修正し完全な印刷を完成させる、⑦

オンデマンド機にて既定の葉書とポスターを印刷、⑧

湿し水（HP）、ローラ径、ブランケット（下）等の測

定、⑨デジタル印刷機にて印刷した用紙を既定寸法に断

裁、⑩ローラ調整、⑪インキ濃度測定について競われた。
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　㈳日本印刷産業連合会（猿渡智会長）は、環境に
配慮した印刷工場の総合認定制度である「グリーン
プリンティング（GP）工場」の第21回認定委員会
において、東日本大震災で被災した㈲土屋印刷所
（土屋一弘社長、福島県郡山市）を認定、大震災後
初めて被災地からGP工場が誕生し、去る10月26日
に認定式が行われた。
　土屋印刷は、昭和44年創業、従業員７名の小規模
印刷工場でありながら、郡山市のエコオフイス認定
やFSC森林認証を受けるなど、環境保全活動に積極
的に取り組んでいる企業。
　今回の災害では建物や機械の一部が損傷を受け、
また、原発事故の影響により受注が減少している厳
しい環境下での認定取得となった。
　「企業の社会的責任（CSR）の一環として、環境
を考えた印刷物を作っていきたいと思い、GP認定
取得に取り組みました。
　行政の省エネ事業取り組みの対応などの依頼もあ
り、去年の12月頃から本格的に着手。途中大震災の
影響で中断しましたが、担当者の頑張りと従業員一
人一人の自主的な取り組みにより、GP認定を取得
することができた」と土屋社長はコメントしている。

　【GP認定工場は全国266工場】

　第21回グリーンプリンティング工場認定委員会で
は、GP認定工場として新たに６工場（オフセット
印刷部門：５工場、シール印刷部門：１工場）と更
新６工場（オフセット印刷部門：５工場、グラビア
印刷部門：１工場）を認定した。これでGP認定工
場は全国266工場となった。
　今回、第21回認定（更新）で、オフセット印刷部
門で、㈱愛知印刷工業本社・本社工場（愛知県東海
市名和町二番割上52番地の１）が更新認定を受けた。

　【グリーンプリンティング（GP）工場とは】

　印刷業界を代表する社団法人日本印刷産業連合
会では、印刷産業界の環境自主基準「印刷サービス
グリーン基準」を制定し、本基準の項目（オフセッ
ト印刷部門では全67項目）を達成した工場・事業
所を認定、経営環境に積極的な印刷企業として推
奨すると共に、同基準に適合した印刷製品（GP工
場が製造し、紙・インキ・加工材料が環境基準に適
合している製品）にグリーンプリンティングマーク
（GP）を表示することにより、環境に配慮した印
刷製品が広く普及することを目的とした「グリーン
プリンティング認定制度（GP認定制度）を、平成
18年に創設している。
　本年は、本制度創設５周年を迎え、グリーンプリ
ンティング認定工場は全国266工場、GPマークが表
示された印刷製品は、１億５千万部を超え、さらに本
年度からスタートした印刷工場が使用する資機材を
認定する制度ではすでに215製品が認定されている。
　品精度は環境省も注目しており、環境省発行の
「環境表示ガイドライン（改定二版）では、事業者
団体の注目すべき環境表示の利活用事例としてGP
マークが取り上げられ、グリーン購入法、エコマー
クの印刷基準においてもGP工場認定の必須項目が
採用されるなど、社会的信頼を得られた業界初の自
主マークとして、業界内は勿論、業界外からも広く
注目を集めている。

　【GP資機材認定製品215製品】

　平成22年からスタートしてGP資機材認定制度は、
平成23年９月14日現在で認定対象製品の種類が、洗
浄液、エッチ液、現像機、プレート、製版薬品（現
像液）の５種類、参加資機材メーカー11社、全215製
品の認定を受けている。次ページに製品一覧を掲載。

－ 8 － － 9 －

■グリーンプリンティング（GP） 認定制度

東日本大震災後
被災地から初のグリーンプリンティング工場誕生



　㈳日本印刷産業連合会（猿渡智会長）は、環境に
配慮した印刷工場の総合認定制度である「グリーン
プリンティング（GP）工場」の第21回認定委員会
において、東日本大震災で被災した㈲土屋印刷所
（土屋一弘社長、福島県郡山市）を認定、大震災後
初めて被災地からGP工場が誕生し、去る10月26日
に認定式が行われた。
　土屋印刷は、昭和44年創業、従業員７名の小規模
印刷工場でありながら、郡山市のエコオフイス認定
やFSC森林認証を受けるなど、環境保全活動に積極
的に取り組んでいる企業。
　今回の災害では建物や機械の一部が損傷を受け、
また、原発事故の影響により受注が減少している厳
しい環境下での認定取得となった。
　「企業の社会的責任（CSR）の一環として、環境
を考えた印刷物を作っていきたいと思い、GP認定
取得に取り組みました。
　行政の省エネ事業取り組みの対応などの依頼もあ
り、去年の12月頃から本格的に着手。途中大震災の
影響で中断しましたが、担当者の頑張りと従業員一
人一人の自主的な取り組みにより、GP認定を取得
することができた」と土屋社長はコメントしている。

　【GP認定工場は全国266工場】

　第21回グリーンプリンティング工場認定委員会で
は、GP認定工場として新たに６工場（オフセット
印刷部門：５工場、シール印刷部門：１工場）と更
新６工場（オフセット印刷部門：５工場、グラビア
印刷部門：１工場）を認定した。これでGP認定工
場は全国266工場となった。
　今回、第21回認定（更新）で、オフセット印刷部
門で、㈱愛知印刷工業本社・本社工場（愛知県東海
市名和町二番割上52番地の１）が更新認定を受けた。

　【グリーンプリンティング（GP）工場とは】

　印刷業界を代表する社団法人日本印刷産業連合
会では、印刷産業界の環境自主基準「印刷サービス
グリーン基準」を制定し、本基準の項目（オフセッ
ト印刷部門では全67項目）を達成した工場・事業
所を認定、経営環境に積極的な印刷企業として推
奨すると共に、同基準に適合した印刷製品（GP工
場が製造し、紙・インキ・加工材料が環境基準に適
合している製品）にグリーンプリンティングマーク
（GP）を表示することにより、環境に配慮した印
刷製品が広く普及することを目的とした「グリーン
プリンティング認定制度（GP認定制度）を、平成
18年に創設している。
　本年は、本制度創設５周年を迎え、グリーンプリ
ンティング認定工場は全国266工場、GPマークが表
示された印刷製品は、１億５千万部を超え、さらに本
年度からスタートした印刷工場が使用する資機材を
認定する制度ではすでに215製品が認定されている。
　品精度は環境省も注目しており、環境省発行の
「環境表示ガイドライン（改定二版）では、事業者
団体の注目すべき環境表示の利活用事例としてGP
マークが取り上げられ、グリーン購入法、エコマー
クの印刷基準においてもGP工場認定の必須項目が
採用されるなど、社会的信頼を得られた業界初の自
主マークとして、業界内は勿論、業界外からも広く
注目を集めている。

　【GP資機材認定製品215製品】

　平成22年からスタートしてGP資機材認定制度は、
平成23年９月14日現在で認定対象製品の種類が、洗
浄液、エッチ液、現像機、プレート、製版薬品（現
像液）の５種類、参加資機材メーカー11社、全215製
品の認定を受けている。次ページに製品一覧を掲載。

－ 8 － － 9 －

■グリーンプリンティング（GP） 認定制度

東日本大震災後
被災地から初のグリーンプリンティング工場誕生



　本年４月１日に「暴力団等排除条例」が施行さ
れました。これを受けて、兵庫県印刷工業組合（水
落充理事長）と兵庫県グラフィックサービス工業会
（山本康二理事長）は、10月26日神戸市中央区のオ
リエンタルホテルにおいて約100名の参加者を得て、

暴力団ほか反社会勢力排除へ向けて、印刷業界では
初となる「暴力団等排除対策会議」の初会式を開き
ました。席上、暴力団並びに反社会的勢力からの印
刷物の注文を拒否する決議文を採択し、該当する印
刷物の受注拒否を宣言しました。

　秋の叙勲で元愛知県印刷工業組合副理事長を歴任、
組合活動、業界発展に積極的に取り組まれた前﨑弘
光氏が黄綬褒章の栄誉に輝いた。
　前﨑弘光氏は、温柔敦厚であり、かつ剛毅木訥と
した面をあわせ持ち、物事に対して常に誠心誠意を
心掛け、弛まぬ努力を惜しまない人物である。そう
いった氏の優れた先見性やバランス感覚と力強い指
導力は、社内はもちろん、業界においても経営者の
模範として高い評価を得ている。
　同氏は、昭和37年３月愛知大学法経学部を卒業、
昭和38年８月昭和印刷㈱入社。平版印刷機械工、同
製版工、写真植字工、生産管理課、経理課、営業部
と社内全部署を経験し、昭和45年５月取締役総務部
長就任、その後、常務取締役を経て、昭和59年５月
代表取締役社長に就任した。

　印刷業界においては、平成６年５月に愛知県印刷
工業組合総務組織委員長に就任、平成10年５月に同
組合副理事長に就任、平成18年５月まで４期８年に
わたり、業界の発展及び後進の育成に大きく貢献し
た。この間、平成17年には組合創立50周年記念事業
が開催され、副実行委員長としてその卓越した指導
力を遺憾なく発揮し、その成功に大きく寄与した。

　■一致団結で排除活動
　対策会議の冒頭、挨拶の中で水落理事長は「暴力
団の存在は、我々県民の平穏な生活や健全な事業活
動を妨げるもので、決して許されるものではありま
せん。断固として排除していきたい」と述べた上で、
「該当する印刷物の受注は条例に明記されている県
民の責務に反し、強いては暴力団の利益供与に繋が
ります。社会から信頼される印刷業界、また、健全
な発展を目指す上において、コンプライアンスを遵
守することは不可欠です。組合員一社一社が暴力団
排除を自らの責務であることを強く認識すると共に、
一致団結の下に排除活動を推進したい」と、暴力団、
反社会勢力からの受注禁止への協力を要請しました。
　来賓として出席した兵庫県警察本部刑事部組織犯
罪対策局暴力団対策課の城垣敦夫暴力団排除対策室
長、公益財団法人暴力団追放兵庫県センターの林順
一事務局長、兵庫県弁護士会民事介入暴力団対策委
員会の藤掛伸之副委員長らから、「拡大する暴力団
の活動状況」「条例の目的」「万一のトラブル支援
体制」などを含めての挨拶が行なわれました。
　その後、対応マニュアル（モデル契約書、店頭掲
示文、ポスター）の説明が行なわれ、両団体の組合
員が一丸となって暴力団はじめ反社会勢力を排除す
るための決議文「暴力団排除宣言」、山本理事長が
朗読し全会一致で採択。暴力団並びに反社会勢力か
らの印刷物の受注拒否を宣言しました。
　続いて講演会に移り、まず、藤掛伸也弁護士が
「暴力団排除条項の意義」について、取り組みの手
法、対応事例などを紹介。「暴力団排除」について、
兵庫県警察本部刑事部組織犯罪対策局暴力団対策課
の松原仁氏が暴力団の現状、平素の構え、具体的な
対処方法などの説明がありました。この中で松原氏
は、「付き合わない、恐れないという基本的な考え

が大切であり、何よりトップの姿勢が要となります。
影響を排除して安心で安全な県民生活を維持した
い」とし、さらに、若手警察官の指導も行なってい
る立場から知っていて損のない護身術などの披露も
行われました。

　■印刷業界で初の動き

　印刷業界では全国初となった暴力団からの受注拒
否宣言。特に兵庫県の場合、全国で44％にのぼる
勢力があることから、兵庫県警では取締りを強化し
ていました。また、兵庫県警では、「暴力団排除条
例」に基づいて、９月に印刷物の受注拒否要請を兵
庫印刷工組に行なっていました。それだけに今回の
素早い行動に対し、県警をはじめ関係機関などから
感謝の意が表明さています。
　排除運動はこれまでにも金融／保険業界、ホテル
／旅館業界、不動産業界など行われていますが、印
刷業界では初の動きとなりました。暴力団や反社会
勢力からの印刷物には、名刺やはがき、絶縁・破門
状、招待状、チラシ、シールなど、多岐にわたって
いますので、印刷業界の一致団結した排除運動が望
まれます。

－ 10 － － 11 －

秋の褒章
前﨑弘光氏「黄綬褒章」受賞
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●身近な催し物のお知らせ（関連団体）

　愛印工組と名古屋而立会（水谷元泰会長）の共催
セミナーが、11月18日午後６時30分より、ウインク
あいちで開催された。セミナーでは、「一人に一膳
あればいいお箸を、一店舗と通販で年商数億円を売
り上げるカリスマ商売人」の木越和夫氏（商売繁盛
応援団団長、㈲せいわ箸店前社長）が「印刷会社に
効く！商売繁盛の演出と仕掛け／顧客満足から顧客
感動へ」をテーマに講演した。参加者は110名。
　セミナーの司会は而立会（マグナム委員会）の岩
間正晃氏が務めた。
　最初に愛印工の木野瀬吉孝副理事長が挨拶に立
ち、「我々印刷業は本当に苦戦をしています。それ
は我々が身の丈に合わないバーゲンセールをやり続
けた結果であり、自ら撒いた種がそうなってしまっ
たと思っています」と厳しい現状を指摘。その上
で、同じこと（バーゲンセール）の繰り返しを断ち
切るための一環として、木野瀬副理事長自身が、全
日本印刷工業組合連合会が発刊した「印刷業経営羅
針盤」を基に根本から経営を見直していること、ま

た同社独自で「見える化」のシステムづくりに取り
組んでいることを明らかにした。そして、「木越先
生は“箸”という自社の生産物を使って、世の中に
受け入れられる、また世の中が喜ぶものを提供して、
商売を繁盛させました。我々印刷会社も“印刷業”
というもので、世の中の商売繁盛のお役に立つ必要
があります。そういう商品、結果をつくり出さない
限り、我々の将来はないと思っています」と述べた。
　この後、木越氏が前記のテーマで講演。講演の冒
頭、演出と仕掛けで商売繁盛、売上が大きく伸びた、
次のような具体例を紹介した。
　「景気が悪くなればなるほど売れる箸があります。
それは『商売繁盛箸』です。箸には鈴と瓢箪が、そ
して箱に商売繁盛と印刷してあります。大きな会社
から総会やイベントの記念品として何百個と注文が
きます。“向かい風　後ろを向けば追い風”と言い
ますが、まさに向かい風を追い風にしたのです」
　この他、幼児用箸『六角知能ばし』『夫婦円満の
箸』『宝くじ当選箸』などを紹介。そして「自分の
困っていることを解決してくれる商品はないか？」
「自分の将来を楽しく幸福にしてくれる商品はない
か？」の2点を顧客は求めているのであり、その役
に立つことを伝えることが必要だと強調。そして
「商品、技術に価値があるから売れるのではありま
せん。あなたの商品技術の価値をお客様に伝え、認
めていただいた時に売れるのです。お客様を集客し、
買っていただき、そのお客様が固定客になっていた
だければ、繁盛するのです。固定客になっていただ
くためには感動しかありません。顧客満足から顧客
感動の時代です」と説いた。
　印刷物については「いかに伝わりやすい名刺、チ
ラシ、POPをつくるかがポイント」と指摘。そし
て、「印刷（物）というのは、付加価値を付けるこ
とによって売れます。ちょっと知恵と工夫を出した
ら、お客様に喜んでもらえる商品ができます」と結

論付けた。
　講演終了後、水谷会長が「印刷業はもともとお
客様の販促のお手伝いをするのが仕事だったのです
が、知らないうちに紙にインキを乗せることが仕事
になっていたのではないか、と木越先生の講演をお
聞きし、反省しました。印刷業界は今、暗い状況に
ありますが、木越先生に元気と勇気をいただきまし
た」と謝辞を述べ、講演会を終了した。

　▼中日新聞社賞　柳島由実（名古屋コミュニケーション
アート専門学校）
　▼中部デザイン団体協議会賞　加藤永梨（名古屋芸術大学)
　▼全日本印刷工業組合連合会会長賞　城里奈（名古屋芸術
大学）
　▼愛知県印刷工業組合理事長賞　伊藤希（名古屋芸術大学)
　▼岐阜県印刷工業組合理事長賞　中田遥（名古屋コミュニ
ケーションアート専門学校）
　▼三重県印刷工業組合理事長賞　山下大貴（大同大学）

【敬称略】

－ 12 － － 13 －

■愛印工・而立会共催セミナー

カリスマ商売人の木越和夫氏が講演
印刷会社にヒントと元気をプレゼント

　▼グランプリ(最優秀賞)　伊尾明里（名古屋総合デザイン
専門学校）
　▼優秀賞　大学生・専門学校生の部　轟哲也（名古屋総合デ
ザイン専門学校）、池山綾香（名古屋総合デザイン専門学校）、
大畑茜（名古屋コミュニケーションアート専門学校）
　▼優秀賞　高校生の部　鷲見成美（岐阜県立岐阜総合学園
高校）、稲垣純佳（三重県立飯野高等学校）、城栄里奈（三
重県立飯野高等学校）
　▼中部経済産業局長賞　滝澤笙美（名古屋コミュニケー
ションアート専門学校）
　▼愛知県知事賞　冨田和宏（名古屋総合デザイン専門学校)
　▼岐阜県知事賞　中田寛信（大同大学大学院）
　▼三重県知事賞　川村美貴（三重県立飯野高等学校）
　▼名古屋市長賞　牛田奈穂(名古屋総合デザイン専門学校)
　▼愛知県教育委員会賞　加藤彩未(名古屋コミュニケーショ
ンアート専門学校)
　▼岐阜県教育委員会賞　長谷川富路夫（岐阜県立岐阜工業
高等学校）
　▼三重県教育委員会賞　山城鈴奈（三重県立飯野高等学校)
　▼名古屋市教育委員会賞　久芳あかり（愛知県立起工業高
等学校）

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

2月15日㈬
15:00～
　　17:30
17:40～
　　19:00

■経済産業省から

製造事業所の皆さんへ
　　　統計調査にご協力ください

　平成23年工業統計調査を12月31日現在で行います。
　調査の実施に当たっては、本年12月から来年１月
にかけて調査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入していただいた内容について
は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、正確
なご記入をお願いします。

http://www.meti.go.jp/statistics/
経済産業省
愛知県

「工業統計調査」協力の依頼

110名が参加した愛印工と而立会の共催セミナー

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 平成24年　新年互礼会
ところ 名古屋東急ホテル
参加費：（組合員）13,000円　（一般）16,000円
申込期日：23年12月28日（参加費振込期日も同じです）
※１月以降のお申し込みは名簿に記載されない場合があります
事業・行事 愛知県印刷会館竣工記念講演会
 講師：大日本スクリーン製造㈱
 　　 代表取締役会長 石田 明氏
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ　Ａｉｃｈｉ
 （愛知県印刷会館新名称）
※詳細調整中
講演後竣工パーティの開催を予定しております
事業・行事 愛知県印刷会館竣工記念セミナー
 講師：調整中
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ　Ａｉｃｈｉ
※1.プリプレス　2.プレス　3.ポストプレス（３部構成
   セミナー開催予定)　※詳細調整中

事業・行事 ＪＵＭＰ中部2012
 スマートフォン社会の日本人像を探る
 ～コミュニケーション・ビジネスへの影響～　
 講師：アスキー・メディアワークス
 　　アスキー総合研究所 遠藤諭氏
 企業は経営者で９割は決まる？！
 ～経営とリーダシップ～　
 講師：株式会社シー・レップ
 　　 代表取締役社長  北田浩之氏
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ　Ａｉｃｈｉ
※17:40～19:15　情報交換会

平成24年
1月13日㈮
18:00～

2月16日㈭
15:30～
　　17:00

2月18日㈯

第２回ポスターグランプリ上位入賞者



●身近な催し物のお知らせ（関連団体）

　愛印工組と名古屋而立会（水谷元泰会長）の共催
セミナーが、11月18日午後６時30分より、ウインク
あいちで開催された。セミナーでは、「一人に一膳
あればいいお箸を、一店舗と通販で年商数億円を売
り上げるカリスマ商売人」の木越和夫氏（商売繁盛
応援団団長、㈲せいわ箸店前社長）が「印刷会社に
効く！商売繁盛の演出と仕掛け／顧客満足から顧客
感動へ」をテーマに講演した。参加者は110名。
　セミナーの司会は而立会（マグナム委員会）の岩
間正晃氏が務めた。
　最初に愛印工の木野瀬吉孝副理事長が挨拶に立
ち、「我々印刷業は本当に苦戦をしています。それ
は我々が身の丈に合わないバーゲンセールをやり続
けた結果であり、自ら撒いた種がそうなってしまっ
たと思っています」と厳しい現状を指摘。その上
で、同じこと（バーゲンセール）の繰り返しを断ち
切るための一環として、木野瀬副理事長自身が、全
日本印刷工業組合連合会が発刊した「印刷業経営羅
針盤」を基に根本から経営を見直していること、ま

た同社独自で「見える化」のシステムづくりに取り
組んでいることを明らかにした。そして、「木越先
生は“箸”という自社の生産物を使って、世の中に
受け入れられる、また世の中が喜ぶものを提供して、
商売を繁盛させました。我々印刷会社も“印刷業”
というもので、世の中の商売繁盛のお役に立つ必要
があります。そういう商品、結果をつくり出さない
限り、我々の将来はないと思っています」と述べた。
　この後、木越氏が前記のテーマで講演。講演の冒
頭、演出と仕掛けで商売繁盛、売上が大きく伸びた、
次のような具体例を紹介した。
　「景気が悪くなればなるほど売れる箸があります。
それは『商売繁盛箸』です。箸には鈴と瓢箪が、そ
して箱に商売繁盛と印刷してあります。大きな会社
から総会やイベントの記念品として何百個と注文が
きます。“向かい風　後ろを向けば追い風”と言い
ますが、まさに向かい風を追い風にしたのです」
　この他、幼児用箸『六角知能ばし』『夫婦円満の
箸』『宝くじ当選箸』などを紹介。そして「自分の
困っていることを解決してくれる商品はないか？」
「自分の将来を楽しく幸福にしてくれる商品はない
か？」の2点を顧客は求めているのであり、その役
に立つことを伝えることが必要だと強調。そして
「商品、技術に価値があるから売れるのではありま
せん。あなたの商品技術の価値をお客様に伝え、認
めていただいた時に売れるのです。お客様を集客し、
買っていただき、そのお客様が固定客になっていた
だければ、繁盛するのです。固定客になっていただ
くためには感動しかありません。顧客満足から顧客
感動の時代です」と説いた。
　印刷物については「いかに伝わりやすい名刺、チ
ラシ、POPをつくるかがポイント」と指摘。そし
て、「印刷（物）というのは、付加価値を付けるこ
とによって売れます。ちょっと知恵と工夫を出した
ら、お客様に喜んでもらえる商品ができます」と結

論付けた。
　講演終了後、水谷会長が「印刷業はもともとお
客様の販促のお手伝いをするのが仕事だったのです
が、知らないうちに紙にインキを乗せることが仕事
になっていたのではないか、と木越先生の講演をお
聞きし、反省しました。印刷業界は今、暗い状況に
ありますが、木越先生に元気と勇気をいただきまし
た」と謝辞を述べ、講演会を終了した。

　▼中日新聞社賞　柳島由実（名古屋コミュニケーション
アート専門学校）
　▼中部デザイン団体協議会賞　加藤永梨（名古屋芸術大学)
　▼全日本印刷工業組合連合会会長賞　城里奈（名古屋芸術
大学）
　▼愛知県印刷工業組合理事長賞　伊藤希（名古屋芸術大学)
　▼岐阜県印刷工業組合理事長賞　中田遥（名古屋コミュニ
ケーションアート専門学校）
　▼三重県印刷工業組合理事長賞　山下大貴（大同大学）

【敬称略】

－ 12 － － 13 －

■愛印工・而立会共催セミナー

カリスマ商売人の木越和夫氏が講演
印刷会社にヒントと元気をプレゼント

　▼グランプリ(最優秀賞)　伊尾明里（名古屋総合デザイン
専門学校）
　▼優秀賞　大学生・専門学校生の部　轟哲也（名古屋総合デ
ザイン専門学校）、池山綾香（名古屋総合デザイン専門学校）、
大畑茜（名古屋コミュニケーションアート専門学校）
　▼優秀賞　高校生の部　鷲見成美（岐阜県立岐阜総合学園
高校）、稲垣純佳（三重県立飯野高等学校）、城栄里奈（三
重県立飯野高等学校）
　▼中部経済産業局長賞　滝澤笙美（名古屋コミュニケー
ションアート専門学校）
　▼愛知県知事賞　冨田和宏（名古屋総合デザイン専門学校)
　▼岐阜県知事賞　中田寛信（大同大学大学院）
　▼三重県知事賞　川村美貴（三重県立飯野高等学校）
　▼名古屋市長賞　牛田奈穂(名古屋総合デザイン専門学校)
　▼愛知県教育委員会賞　加藤彩未(名古屋コミュニケーショ
ンアート専門学校)
　▼岐阜県教育委員会賞　長谷川富路夫（岐阜県立岐阜工業
高等学校）
　▼三重県教育委員会賞　山城鈴奈（三重県立飯野高等学校)
　▼名古屋市教育委員会賞　久芳あかり（愛知県立起工業高
等学校）

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

2月15日㈬
15:00～
　　17:30
17:40～
　　19:00

■経済産業省から

製造事業所の皆さんへ
　　　統計調査にご協力ください

　平成23年工業統計調査を12月31日現在で行います。
　調査の実施に当たっては、本年12月から来年１月
にかけて調査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入していただいた内容について
は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、正確
なご記入をお願いします。

http://www.meti.go.jp/statistics/
経済産業省
愛知県

「工業統計調査」協力の依頼

110名が参加した愛印工と而立会の共催セミナー

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 平成24年　新年互礼会
ところ 名古屋東急ホテル
参加費：（組合員）13,000円　（一般）16,000円
申込期日：23年12月28日（参加費振込期日も同じです）
※１月以降のお申し込みは名簿に記載されない場合があります
事業・行事 愛知県印刷会館竣工記念講演会
 講師：大日本スクリーン製造㈱
 　　 代表取締役会長 石田 明氏
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ　Ａｉｃｈｉ
 （愛知県印刷会館新名称）
※詳細調整中
講演後竣工パーティの開催を予定しております
事業・行事 愛知県印刷会館竣工記念セミナー
 講師：調整中
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ　Ａｉｃｈｉ
※1.プリプレス　2.プレス　3.ポストプレス（３部構成
   セミナー開催予定)　※詳細調整中

事業・行事 ＪＵＭＰ中部2012
 スマートフォン社会の日本人像を探る
 ～コミュニケーション・ビジネスへの影響～　
 講師：アスキー・メディアワークス
 　　アスキー総合研究所 遠藤諭氏
 企業は経営者で９割は決まる？！
 ～経営とリーダシップ～　
 講師：株式会社シー・レップ
 　　 代表取締役社長  北田浩之氏
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ　Ａｉｃｈｉ
※17:40～19:15　情報交換会

平成24年
1月13日㈮
18:00～

2月16日㈭
15:30～
　　17:00

2月18日㈯

第２回ポスターグランプリ上位入賞者
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　㈳日本グラフィックサービス工
業会主催、NPO法人日本自費出版
ネットワーク主管による2012年第
15回「日本自費出版文化賞」作品
募集が始まった。
　この日本自費出版文化賞は、イ
ンターネット「自費出版ホームペー
ジ」による自費出版データの蓄積・
公開活動と連動し、人々の目に触れ
にくい自費出版物に光を当て、著者
の功績を称えつつ、自費出版の再評
価・活性化を促進しようとするもの。
　▼応募資格
　制作表の全額又は一部を著者（個
人・団体）が負担し、日本国内で
2000年以降に出版され、主として
日本語で書かれた一般書で、製本
された著書が対象。著者の国籍は
問わない。
　▼募集部門
　①地域文化部門／郷土史、地域誌、
民族記録、地域人物伝、記念誌など。
　②個人誌部門／自分史、一族史、
追悼集,遺稿集、旅行記、闘病記、
趣味など。
　③小説・エッセイ部門／小説、戯
曲、エッセイ、童話など。
　④詩歌部門／詩集、短歌、俳句、
川柳など。

　⑤研究・評論部門／研究発表（一
般書）、評論、評伝など。
　⑥グラフィック部門／画集、写真
集、絵本など。
　▼応募方法
　文化賞に応募／応募手数料1,500
円、文化賞+ホームページに登録／
応募手数料6,500円
　▼受付期間
　2011年11月1日～2012年３月31日
　（当日消印有効）
　▼申し込み先
　〒103-0001東京都中央区日本橋
小伝馬町７-16ニッケイビル㈳日本
グラフィックサービス工業会内
NPO法人日本自費出版ネットワーク
日本自費出版文化賞事務局(TEL03-
5623-5411､FAX03-5623-5473）
　▼発表
　2012年９月上旬朝日新聞紙上な
どで発表。
　▼賞金、賞品
　［大賞］賞状並びに賞金20万円
　［部門賞］賞状並びに賞金５万円
　［特別賞（協賛会社賞ほか）］賞
状並びに記念品
　［入選］賞状
　▼その他詳細は
http://www.jsjapan.net/

　■「世界のブックデザイン展」
　印刷博物館で開催
　来年２月19日まで

　印刷博物館のP&Pギャラリーでは、
「世界のブックデザイン2010－11」
を11月12日より来年２月19日まで開
催している。 
　毎年３月のライプツィヒ・ブックフェ
アで公開される「世界で最も美しい本
コンクール」の入賞図書と共に、日本、
ドイツ、オランダ、スイス、中国、カナ
ダ、オーストリアの７カ国の優れたデ
ザインの書籍、約240冊を展示する。
　各国の入賞図書からは、現在の世
界のブックデザインおよび造本技術
の水準を実感できる。展示本は手に

とっての鑑賞ができる。
会場：印刷博物館P&Pギャラリー
（東京都文京区水道1-3-3トッパン小
石川ビル　TEL03-5840-2300）
　期間：2011年11月12日㈯～2012年
２月19日㈰

　開館時間：10時～18時
　休館日：毎週月曜日（ただし１0月
９日は開館）12月29日～１月３日、1
月10日　入場料：無料

■早いもので、2011年も残り１ヶ月。
名古屋駅前の銀杏の木が見事なほど
に色づき、秋の風物詩となっていま
す。黄金色の葉が落ちるころには冬
将軍の到来で、寒さが厳しくなるで
しょう。特に厳しい冬になるそうで
すから、体調は万全に整えておかな
ければならないと、肝に銘じており
ます。■愛知県印刷会館の新築工事
も佳境に入り、内装工事が急ピッチ
で行なわれています。待ち遠しい限
りです。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　やっと落ち葉の舞い散る様になってきて、
あっという間の一年を振り返ってみると、ここ
ろ虚しい気になるのは、僕だけではないと思い
ます。地震、津波、原発事故、タイの洪水、あ
るいは私たちの業種不振などなど…。でも、よ
く考えると、いつか来るいつか来ると言われて
いたことが来ただけなんですよね。想定外と言
いますが、いろんな事項を見えないようにして、
ついつい後回しにしていただけなんだろうなっ
て反省している今日この頃です。

　正月まであとわずか。この正月という習慣が
とても大好きです。すべてのことを水に流して、
身を清めて新しい年を迎える。何と都合のいい
ことか…。気持ちを切り替えるにはもってこい
の行事です。今年の垢をズバッと流して、いろ
んなチャレンジをしていきたいと思います。
　来年の２月には印刷会館も正月を迎えます。
新しい建物で新しい印刷に向かって、どんどん
情報を発信していきます。組合員の皆様と一緒
に、新しい業界作りを模索していきましょう。

「どんどん情報を発信！」

マーケティング委員長　鬼頭　則夫

事務局だより

展示会のお知らせ

第15回「日本自費出版文化賞」作品募集

自費出版の再評価・活性化を促進
地域文化、個人誌、小説・エッセイ、詩歌、研究・評論、グラフィック６部門

　３月に発生しました東日本大震災は、我が国
経済に甚大な被害をもたらし、原発事故に端を
発した電力供給問題も、未だ終息しない状況に
ありますが、復興に向けた地域、業種の垣根を
越えた連携の動きが活発化し、景気は一時の危
機的な状態を脱しつつあります。
　しかしながら欧米の景気減速による急激な円
高や原料価格の高騰は特に中小企業の経営に深
刻な影響を与えております。

　こうした中で、愛知県印刷工業組合では皆様
方に支えられながら、更なる発展を目指し、恒
例の「平成24年新春 印刷と関連業界新年互礼
会」を愛知県印刷産業団体連絡会の協賛で開催
いたします。是非、ご参加下さいますよう改め
てご案内をさせていただきます。
　●と　き：平成24年１月13日(金)
　●ところ：名古屋東急ホテル３階ヴェルサイ

ユの間（名古屋市中区栄４丁目６
番８号　TEL052-251-2411）

　●日　時：17：50～20：00
　●参加費：13,000円（組合員）
 　　　6,000円（一般）

平成24年新春
印刷と関連業界 新年互礼会のご案内

12月5日中間確認検査のもよう
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